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類義語 分析 ス トラテ ジー の トレー ニ ン グに 見られ た

　　　　　　　 正 用例文分析行動の 特徴
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Abstract ： We 　are 　 currently 　 making 　improvements 　in　a 　se 旧 earning 　textbook　of　synony 皿

analysis 　strategy ．　The　textbook 　is　composed 　of　explanations 　and 　practice　for　the 　strategy ．　In
or δer 　 to　enrich 　the 　strategy 　 of　 analyzil19 　grammatiea 】 examP ］e 　selltences ，　 we 　took　up

「’imaging 　strategy ，
’t −

verbaliz 逼 g　t．he　image　 recalled 　fro  the　 sentences 　
−

and 　 examined

whether 　its　trai癜 1g 　is　Uffective　in　a 　Japanesc 　teacher　training　program ．　The 　result 　showed

that　the　trainees 　explained 　the　content 　of 　sentences 　supert
’
icially　and 　periphera｝events 　whieh

has　not 　been　showll 　to　tlie　sentences ，　 Thus ，　 in　order 　to　obtain 　informat，ion　efficiently

from 　examples 　for　synonym 　analysis
，
　detaiied　checking 　and 　reanalysis 　o £　the　vexbalized 　image

is員eeded ．
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1．　 は じめ に

　 外国人 日本語学習 者へ の 語 彙指 導 にお い て

類義語 は重要 な位 置を 占め る ． 類義語 の 使 い 分

けの 把握 に は 文法性 の 異 な る例 文 ペ ア の 作成

と比 較分析 が不 可欠 で ある。特 に非文分析 は 、

文 法性 に 問題 が生 じる原 因 を探 る た めに 広範

で 高度な言語知識や メ タ言語 能力 を要す る 。

一

方、正 用文は作成が 容易 で 、例文分析 も非文 と

比 べ 特殊性が 低い 。よっ て 類義語分析 に不慣れ

な 日本語教師や養成課程 の 初学者 に は、正 用文

対象の 例文分析技術 の 向上 が 重要 とい え る 。

　 本研 究は、正 用文か ら類義語分析 に 資す る情

報 を得 る手続 きと し て 「映像化 ス トラテ ジ ー
」

を設 定 し トレ
ー

ニ ン グを実施す る。そ して 、日

本語 母 語 話 者 が行 っ た 例文 分析の 特徴 と問題

点 を把握 し 、 映像化ス トラテ ジー
に よる例文 分

析を意識化 し習熟を促すこ と の 有用性 を探る。

2 ．　 映像化 ス トラテ ジー

　 「映像化ス トラテ ジー
」 は 、正用 例文 か ら想

起す る映像やイ メ
ージを言語化 し、例文 の 表す

事象や場面 、 人 物 の 心情や置か れ た状況 を明 ら

か に して例 文 内容 を 具 体的 か つ 詳細 に把 握す

る、例文分析 の 手 続きで あ る （坂 口 2009 ）。

例文映像の 言語化 か ら、類義語 の 特徴発 見 に資

す る情報 を得 る こ とを 目指す 。 以下 は 「ね っ し

ん ／ しん けん」 の 分析過程 で作 られた例文 「女

性 との 交際に は しん けんだ」 の 、映像化ス トラ

テ ジーに よる例文分析の 例 で あ る （坂 口 2009 ）。

［例］ま じめ で まっ す ぐなイ メ
ージ

［例］今 い る、その 相手に対 し て ま じめに向 き

　　　合 っ て い て他 を見て い な い

3 ． 研究の方法
ス トラテ ジー トレー

ニ ン グ ：長野 県内 の 日本語

学校 に よる 「日本語 教師養成 コ
ー

ス 」 の
一
科 目

「類義表現 ・誤用分析」 にお い て 、本研究者 （坂

口 ）が類義語分析 ス トラテ ジー
の トレ

ー
ニ ン グ

を実施 した。 15 名 の 受講者 （男性 5 名 ・女性

10 名）は非教師の 日本語母語話者で 、 教育実習

で の 類義 表現分析 の 経験 が あ るが 分析方法 の

指導 は受 けて い ない 。

トレ ーニ ン グの 手　 き ：例 文作成 ・例文分析 ・

言語特徴 分析の 順で 、類義語分析行動 を支え る

ス トラテ ジー
の 解説 と練習 を行 っ た 。 ス トラテ

ジー
の 解説資料 と練習用 ワ ーク シ ー トで 構成

され る トレ ーニ ン グ教材は 、情報機器 で 提示す

る形式の もの （坂 口 2009 、坂 口 ・河 野 2010 ）

か ら、紙媒体 で 提示す る形式 に 作成 し 直 し た．

塑 ： 映像化 ス トラ テ ジーに つ い て は 、

解説の 後 に練習 を行 っ た。  と  が個人 で 、 

と  が グ ル ープ で 、ワ ークシ ー トに書き込 み つ

っ 段 階的に進 め られ る。

  類義語 ペ ア （わ が まま／か っ て）それ ぞれ に

　 五文 ずっ 例文を作成

  類 義語 の 特 徴 を示唆 す る と思 う例文 を類義
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　 語 ご とに 二 文 ずつ 選択

  同基準で   か らさ らに例文 を 二 文ず つ 選択

  例文 か らの 映像やイ メ
ージを検討 し言語化

データ ：映像化ス トラテ ジー
の 練習で ワ

ー
ク シ

ー
トに 受講者が書き込 ん だ例文 とそ の 分析内

容 をデー
タ とし、例文 分析行動を観察す る。

4 ． 調査結果 と考察

4，1 例文場面の 俯瞰的な説明

　例文 か ら想起 した 映像に つ い て 、例文話者の

行為や行動 に着 目し全 体的に説明 し て い る。例

文が示 す 内容には 具体 的に触れず、引 い た カ メ

ラか らの 俯瞰的説明 で あ る 。 例 1 は 人物評価を

示 す例文 を 、 話者の 行為 と して説明 して い る 。

例 2 は 日本語 教育経験の ある講座補助者を含む

グル
ープの 例文 分析だが 、例文 が示 す否定的依

頼の 内容 で は な く、例文 中の 登 揚人物の 行為に

焦点を 当て て 表面的に説明 し て い る。両例 と も

例文 が 直接的に示 す 内容が 説明 され て い ない

点が 特徴 的で ある。

〔例 1〕　 「末 っ 子 は長女 に比 べ れば わ が ま まだ

　　　 と思 うよ」　 　 　 （受講者グル
ー

プ B）

　　 【例文分析】末 っ 子の 性格を批評 して いる

〔例 2〕　 「子 ど もじゃない ん だか ら、そ ん なわ

　　　 がま ま言 わ ない で 」（受講者グル
ープ E）

　　 【例文 分析】小さな子 ども （高校生）以 上

　　　　に向か っ て 、 大人 （女性）がなだめて

　　　　いる

4．2　類義語 の 意味特徴が反映 された説 明

　俯瞰的な例文分析に
、 類義語 の 意味特徴を示

唆す る情報 が含まれ る場合が ある。例 3 は例文

の 言表事態 の 表面的説 明だが、　 「自分の 欲求 に

従 っ て い る様子」 とい う説明 には 「わがまま」

の 意味特徴 が反映 されて い る．例 4 は、例文 に

ない 情報を補 い つ つ 、例文話者 の 様子を説 明 し

て い る。例文が 直接 的に示す聞き手 へ の 命令で

は な く、当該例文を引き起こ した事態と心情の

説明で あ る。特に 「断 りな く使われ て 」 とい う

説 明は 「か っ て 」の 意味特徴が反映 され て い る 。

〔例 3〕　 「わ が ま ま な こ とを言 っ て は い けませ

　　　 ん 」　　　　　　 （受講者グル ープ A ）

　　 【例文分析】自分の欲望に従 っ て い る様子

　　　　を叱 られてい る

〔例 4〕　 「勝手 に他人の 物を使わ な い こ と」

　　　　　　　　　　　 （受講者グル
ープ C）

　　 【例文 分析】大事に使 っ て い るもの を断り

　　　　な く使われて 怒 っ た

4．3 周辺 的な事象 の 説 明

　 例文 に は 直接的に示 され て い ない 周辺 的事

象や 、 例文が示す事態 の 前後文脈を説明す る例

文分析で あ る 。 例 5 は例文の 情景描写 で 、 例文

が 直接的 に示す内容 で は な く、その 前後に起 こ

る事態や例文話者の 心 情 を述べ て い る。例 6 は

聞 き手視点か らの 俯瞰的な例文分析で 、禁止 を

示す例文 の 直接的な内容 とはい えない 。 「机 を

開 けよ うと して 」とい う部分は例文 に示 され て

い ない 、当該例文に 先立 ち例文発話 を引き起 こ

した行為 で ある。例文の 直接的内容 とは異な る

が 、　「本 人の 了解な く」 とい う説 明 に は文 中に

お け る 類義語の 働 きが関わ っ て お り、「か っ て 」

の 意味特徴 に 関わ っ て い る。

〔例 5〕　 「風 も吹か な い の に、 ドア が 勝手に し

　　　 ま っ た 」　　　　 （受講者 グ ル ープ E ）

　　 【例文分析 】パ タン 、 あれ ？　それが起 こ

　　　　っ て か ら気づき、不思議に思 う

〔例 6〕　 「他人 の机 を勝手 に開けて はい けませ

　　　 ん 」　　　　　　 （受講者グ ル ープ A ）

　　 【例文分析 】本人の 了解な く机を開けよう

　　　　として とめ られた

4．4 映像化ス トラテ ジー使用 の 留意点

　 映像化 ス トラテ ジ
ー

に よ る例文分析は、想起

す る 映像 か ら例文 の 言表事態 を具体 的 に把握

しよ うとす る 。 しか し、例文が表す事態や事象

が 表面的、表層的に しか説 明 され ない 場合や 、

例文 に 直接的 に は示 され ない 周辺 的事象が想

起、連想 され る場 合が あ る。結果的 に、例文 の

直接的な言表事態 の 不明瞭 の ままで 、類義語 の

特徴を示唆す る情報 が含まれず、特徴発見に 直

結 し に く い ノイ ズ の よ うな情報 が入 り込み 、 類

義語分析 で の 例文利用 を困 難に す る 。

　 例文 か ら情報 を多 く引 き出 し っ つ 類 義語 分

析 に資す る情報 を効率的 に得 るには 、映像化 ス

トラテ ジ ー
で 想起 し言語化 した例 文内容 の 精

査が 必要 となる。言語化 した 映像 内か ら、類 義

語 の 働 きや 特徴 が窺 え る事象 を探 し て 焦点 化

し、踏み込ん で 例文内容を具体化す る作業が 重

要 とな る。映像化 ス トラテ ジー
を用 い て例文 か

ら有用 な情報 を的確 に得 られ る よ うにす る に

は 、以上 の 点を意識化する こ とが求 め られ る 。
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